
LCR メータ

LCR METER IM3523/IM3533/IM3533-01 回路素子測定器

IM3523/IM3533/IM3533-01

用途で選べるLCRメータ
新発売 LCR メータIM3523/IM3533/IM3533-01は、基本確度±0.05%、
広範囲の測定周波数1mHz	（IM3523は40Hz）〜200kHz、最速2msの高速測定、
コンタクトチェック機能による信頼性の高い測定、巻線比や相互インダクタンス
の測定など、従来製品よりも高性能・高機能を実現したコストパフォーマンスの
高い測定器です。生産ラインから研究開発まで、各種用途に応じて機種を選
択できます。

生産／研究・開発
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用途に応じて選択
LCR メータ新シリーズ登場！

■ セレクション
     各機種の概要

IM3533, IM3533-01IM3523

形 名 LCRメータ IM3523 LCRメータ IM3533 LCRメータ IM3533-01

用 途＊1

研究・開発

トランス・コイル生産

LCR部品、生産

測定項目

基本測定項目

 Z （インピーダンス [Ω]）
 Y （アドミタンス [Ω]）
 θ （位相角 [°]）
 Rs （等価直列抵抗＝ESR[Ω]）
 Rp （並列等価回路の抵抗 [Ω]）
 X （リアクタンス [Ω]）
 G （コンダクタンス [S]）
 B （サセプタンス [S]）
 Ls （直列等価回路のインダクタンス [H]）
 Lp （並列等価回路のインダクタンス [H]）
 Cs （直列等価回路の静電容量 [F]）
 Cp （並列等価回路の静電容量 [F]）
 Q （Q ファクタ（Q=1/D））
 D （損失係数＝tanδ）

DCR（直流抵抗） ○ ○（温度補正機能付）

トランス測定 －
 N（巻数比）
 M（相互インダクタンス）
 ΔL（インダクタンス差）

温度 T － ○

基本確度 ±0.05%rdg.

測定周波数 40Hz ～ 200kHz 1mHz ～ 200kHz

測定電圧 5mV ～ 5V 5mV ～ 5V/2.5V＊2

測定時間 2ms 2ms

コンパレータ 2 項目について： HI/IN/LO、ABS/%/Δ%

BIN 測定 メイン項目：10 分類、
サブ項目：１分類 2 項目について：10 分類

ケーブル長 0m/1m 0m/1m 0m/1m/2m/4m

コンタクトチェック 4 端子チェック（閾値変更）/ Hi Z リジェクト

内部 DC バイアス － －5V ～ 5V

スイープ測定 － － 周波数 2 ～ 801 点

ディスプレイ モノクロ LCD カラー TFT 5.7 inch、タッチパネル

インタ
フェース

EXT I/O、USB ○ ○

USB メモリ － ○

RS-232C、GP-IB、LAN オプション（１種類選択）

価 格 ￥198,000（税込￥207,900） ￥320,000（税込￥336,000） ￥380,000（税込￥399,000）

＊1 用途欄中の◎○印は、ご用途への推奨状況を意味します。 ◎印は推奨用途です。

     IM3533、IM3533-01 セレクション表中の強調表示の機能は、IM3523と比べて優位点になります。
＊2  2.5Vは低インピーダンス高精度モード時
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リード部品とSMD にジャストフィット
プローブ・テストフィクスチャ

4端子プローブL2000
	ケーブル長1m, DC〜5MHz, 特性インピーダンス50Ω
	4端子対構造, 測定可能端子直径：0.3〜5mm
	.................................¥ 80,000

テストフィクスチャ9262
	直結型, DC〜5MHz, 
	測定可能端子直径：0.3〜2mm
	.................................¥ 40,000

4端子プローブ9140-10
	ケーブル長1m, DC〜200kHz, 特性
インピーダンス50Ω, 4端子対構造, 
測定可能端子直径：0.3〜5mm
	.................................¥ 25,000

テストフィクスチャ9261-10
	ケーブル長1m, DC〜5MHz, 特性イン
ピーダンス50Ω, 4端子対構造, 測定
可能端子直径：0.3〜1.5mm
	................................. ¥ 70,000

電極部拡大図
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リード部品用 プローブ/ テストフィクスチャ 

SMD 用テストフィクスチャ

電極部拡大図

SMD 種類 長さL (mm) 幅 W (mm) 9263 9677 9699 9143-10

0603 0.60 0.30 ○*

1005 1.00 0.50 ○
1608 1.60 0.80 ○* ○ ○ ○
2012 2.00 1.25 ○ ○* ○ ○
3216 3.20 1.60 ○ ○* ○
3225 3.20 2.50 ○ ○* ○
4532 4.50 3.20 ○ ○
5750 5.70 5.00 ○ ○

○：	測定可能
○*：	形状により測れない

場合があります。

SMDテストフィクスチャ9263
	直結型, DC〜5MHz, 
	試料寸法：1〜10mm
	.................................¥ 80,000

SMDテストフィクスチャ9677
	直結型, 側面に電極があるSMD用, 
	DC〜120MHz, 試料寸法：3.5 ±0.5mm
	.................................¥ 95,000

SMDテストフィクスチャ9699
	直結型, 底面に電極があるSMD用, DC〜120MHz, 
	試料寸法：幅1.0〜4.0mm, 高さ1.5mm 以下
	............................... ¥ 115,000

ピンセットプローブ9143-10
	ケーブル長1m, DC〜5MHz, 特性インピーダンス50Ω, 
4端子対構造, 先端電極間隔：0.3〜6mm
	.................................¥ 45,000

電極部拡大図

電極部拡大図
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SMD テストフィクスチャと DUT サイズの対応表

指定オプションのプローブをご使用ください。指定のプローブは1.5D-2Vの同軸ケーブルを使用しています。
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● 測定ケーブルは４mまで確度保証
４端子対構造で測定ケーブルの影響を低減し、測定ケーブル
長4mまで確度保証します。自動機の配線が容易になります。
IM3523,	IM3533はケーブル長補正1mの設定で、4mまで確
度保証します。（ケーブル長により、確度保証する周波数範囲は
異なります。）

● 基本確度 ±0.05%
Zの基本確度は±0.05%です。部品検査から研究開発の測定
まで、お薦めできる確度を持っています。

● 測定時間 最速2ms
測定周波数1kHz,測定スピードFASTにて、最速2msで測定が
可能です。自動機での使用で検査数量の向上に寄与します。

● 広範囲な測定電圧／電流
通常のオープンループの信号発生に加え、定電圧／定電流モー
ドで電圧／電流依存性に配慮した測定が可能です。
5mV〜 5V	/	10μA〜 50mAまで、広範囲な測定信号レベルの
設定が可能です。（周波数、測定モードにより測定信号レベル
の設定範囲は異なります。）

● 広範囲な測定周波数
DCおよび1mHz	(IM3523は40Hz)〜200kHzの範囲内におけ
る周波数帯域を5桁分解能(100Hz未満は1mHz分解能)で設
定できます。共振周波数の測定や動作条件に近い状態での測
定・評価ができます。

DC 200kHz1mHz
IM3533
IM3533-01

DC 40Hz 200kHzIM3523

測定周波数[Hz]
● 15種類のパラメータ測定
Z、Y、θ、Rs(ESR)、Rp、Rdc( 直流抵抗 )、X、G、B、Ls、Lp、
Cs、Cp、D(tanδ)、Qのパラメータを測定でき、必要なパラメータ
をパソコンに取り込むことができます。

● コンタクトチェック機能搭載
４端子測定のコンタクトチェック機能と、2端子測定時の
High-Zリジェクト機能によって、被測定物に測定用電極が接触
していない状態で測定することを防ぎます。

インピーダンスが著しく高い場
合は、High-Z（ERR) 判定しま
す。

High-Z リジェクト機能
接触抵抗が高いとエラー判定
します。接触抵抗の閾値は変
更可能です。

４端子のコンタクトチェック

● 異なる測定条件の連続測定
異なる測定項目を異なる測定条件（周波数、レベル、モード）で
連続測定することができます。

基本性能 IM3523 IM3533 IM3533-01

生産ラインのLCR測定に対応した 機能・特長 IM3523 IM3533 IM3533-01

● 充電されたコンデンサに対する保護＊

誤って充電されたコンデンサを測定端子に接続した場合、従来
器（3522-50）に比べて10倍の残留電荷量まで保護機能＊が向
上しました。
＊	本機能は充電されたコンデンサを測定することを保証したものではありません。
必ず放電してから測定してください。

LCRメータを保護できる静電容量と残留電圧の関係

0  

400 

1 10 静電容量［μF］

3522-50
（従来器）

IM3523
IM3533（-01）

残留電圧
［V］

100 1000

ここに注目!!　ポイント１

コンデンサのC-DとESR測定など、測定条件が変わ
る測定を連続して行う場合、当社従来製品（3522-50）
に比べて、全体の測定スピードが大きく向上しまし
た。それぞれの測定時間の短縮のほか、レンジの変更
や周波数レンジの変更に要する時間を大幅に短縮して
います。

35.6ms

74.2ms
739ms

46.2ms

824ms

348ms
552ms

328msFAST
MED
SLOW
SLOW2

測定スピード

IM3523、IM3533（-01）と 3522-50の
連続測定時間の比較

IM3523、IM3533(-01)
の測定時間

3522-50 
の測定時間

参考値

 特長

高速・高精度で使いやすい
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● リミット値に連動したレンジ設定と、
 レンジに連動した設定機能
設定した基準値または範囲に応じて、最適なレンジを自動的に
設定します。また、レンジの変更に合わせて測定条件が最適と
なるように、測定条件を自動的に設定できます。これにより段
取り時間の短縮を図ることができます。

● OPEN/SHORT補正のエリア設定機能
測定周波数範囲が限られている場合は、実際に測定する周
波数範囲に限定して、OPEN/SHORT補正を実行すること
が可能です。全周波数範囲を補正する場合に比べてOPEN/
SHORT補正に要する時間を短縮できます。

測定前の準備作業を短縮する 機能・特長 IM3523 IM3533 IM3533-01

● オートレンジの移動範囲の制限機能
測定対象が複数のレンジにまたがる場合に、オートレンジの移
動範囲を制限して、測定することができます。オートレンジの広
い測定範囲と、設定したレンジ範囲だけのサーチで完了する測
定時間の短縮の両方の長所を活かした測定が可能です。

● ２つの連続測定の個々の項目をEXT I/Oから出力
２種類の連続測定の判定項目について、それぞれの判定結果
をEXT	I/Oから取得することができます。より細かい検査や
選別が可能になります。

生産ラインの測定・検査に適した 機能・特長 IM3523 IM3533 IM3533-01

● シンプルで見やすい、モノクロLCD画面、
テンキー操作で簡単設定

高コントラストグラフィックLCD 表示、ファンクションキー・テ
ンキーによる分りやすいユーザインタフェース。コンパレータの
設定など数値の設定は、テンキーから簡単かつスピーディーな
入力ができます。

IM3523

●IM3523の概要

測定項目

基本測定項目 Z,Y,θ,Rs,Rp,X,G,B,Ls,Lp,Cs,Cp,Q,D
DCR ○

トランス測定 －
温度 T －

基本確度 ±0.05%rdg.
測定周波数 40Hz ～ 200kHz
測定電圧 5mV ～ 5V
測定時間 2ms

コンパレータ 2 項目について： HI/IN/LO、ABS/%/Δ%
BIN 測定 メイン項目：10 分類 / サブ項目：１分類

ケーブル長 0m/1m
コンタクトチェック 4 端子チェック（閾値変更）/ Hi Z リジェクト
内部 DC バイアス －

スイープ測定 －
ディスプレイ モノクロ LCD

インタフェース
EXT I/O、USB ○
USB メモリ －
RS-232C、GP-IB、LAN オプション（１種類選択）

● コンパレータ
LCRモードで、測定項目から2種類のHI/IN/LOの判定が可
能です。判定方法は絶対値設定の他に、%設定、Δ%設定が可
能です。連続測定を使用すると、複数の測定条件・測定項目
にわたる判定ができます。

IM3523

● BIN測定
IM3523はメイン項目について10分類と範囲外、サブ項目につ
いて１分類と範囲外への分類ができます。

IM3523

● 生産ライン・自動機組み込みに最適な
小型サイズ

ベンチ形小型計測器と同じサイズで従来器に比べて小さく、
自動機やライン工程内で設置場所の確保が容易です。

IM3523

 LCRメータIM3523 の特長

生産ライン・自動機組み込み 
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● トランス測定
トランス測定専用の画面で巻数比N、相互インダクタンスM、
インダクタンス差ΔLの測定が可能です。

IM3533 IM3533-01

● ４パラメータ同時表示（通常測定時）
通常測定では４パラメータの同時
表示が可能です。パラメータ相互
の確認を容易にします。

IM3533 IM3533-01

● 温度補正機能付きDCR測定＊2

インダクタやトランスの巻線のDCR
測定では、温度補正付きの状態で
測定が可能です。
＊2温度補正したDCR測定には、温度プローブ9478（オプション）が必要です。

IM3533 IM3533-01

● BIN測定：2項目について10分類
２項目について10分類と範囲外へ
の分類ができます。複合部品の選
別や、より高度な選別作業に威力を発揮します。

IM3533 IM3533-01

● 内部DCバイアス -5V～5V
本体のみで最大±5VのDCバイア
スを印加して測定できます。タンタ
ルコンデンサなど有極コンデンサの測定が安心して行えます。

IM3533 IM3533-01

●タッチパネルで分りやすい操作
従来製品に引き続き、分りやすい操作のタッチパネル式ディスプレ
イを採用しました。さらに、カラー液晶搭載で見やすい表示と直感
的にわかる抜群の操作性で、お客様の作業効率をアップします。

測定周波数、測定信号レベル
などの測定条件は測定値をモ
ニタしながら変更できます。

基本的な測定条件の
設定項目

周波数の設定（10キー入力と
アップダウン入力）

測定パラメータ入力画面測定画面（LCRモード）

LCR測定の操作を簡単にする 機能・特長 IM3533 IM3533-01

測定項目

基本測定項目 Z,Y,θ,Rs,Rp,X,G,B,Ls,Lp,Cs,Cp,Q,D
DCR ○（温度補正機能付）

トランス測定 N,M, ΔL
温度 T ○

基本確度 ±0.05%rdg.
測定周波数 1mHz ～ 200kHz
測定電圧 5mV ～ 5V/2.5V＊1

測定時間 2ms
コンパレータ 2 項目について： HI/IN/LO、ABS/%/Δ%

BIN 測定 2 項目について：10 分類
ケーブル長 0m/1m

コンタクトチェック 4 端子チェック（閾値変更）/ Hi Z リジェクト
内部 DC バイアス －5V ～ 5V

スイープ測定 －
ディスプレイ カラー TFT 5.7 inch、タッチパネル

インタフェース
EXT I/O、USB ○
USB メモリ ○
RS-232C、GP-IB、LAN オプション（１種類選択）

＊1 2.5Vは低インピーダンス高精度モード時

●IM3533の概要

 LCRメータIM3533 の特長

巻線・コイル・トランス生産 

●電源インジケータ
自動機に組み込まれた場合や、LCD表示がOFF
の場合でも、電源投入状況が一目でわかります。

・電源ON	 緑
・スタンバイ	赤

● 本体モードインジケータ
LCD表示がOFFの場合でも、本体の動作状態がわかります。

MEAS 測定中
COMP/BIN コンパレータ
 /BINモード
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● ケーブル長0m/1m/2m/4m設定＆保証
ケーブル長設定はシリーズ共通の0m/1mに加え
てIM3533-01では2m/4mの設定が可能になりま
す。研究室や自動機で測定ケーブルの延長が必要になった場
合でも、最高の性能維持と確度保証を可能にします。延長ケー
ブルの製作については、必ず取扱説明書をご参照ください。

IM3533-01

● 低インピーダンス高精度モード
100mΩと1Ωレンジで、低インピーダンス高精度モードが使用で
きます。出力抵抗を25Ωにすることで測定電流を大きくします
ので、測定精度が向上します。（最大印加電流100mA、最大印
加電圧2.5Vになります。）
電源用の低インダクタンスのインダクタのL測定やアルミ電解コ
ンデンサのESR測定に効果的です。

● 低周波数1mHzから測定可能
低周波数1mHzから1mHz分解能＊2で測定が可能です。電気
化学用途の基本的な測定に使用できます。
＊2	100Hz以上では有効数字5桁の分解能になります。

研究・開発のLCR測定に対応した 機能・特長 IM3533 IM3533-01

測定項目

基本測定項目 Z,Y,θ,Rs,Rp,X,G,B,Ls,Lp,Cs,Cp,Q,D
DCR ○（温度補正機能付）

トランス測定 N,M, ΔL
温度 T ○

基本確度 ±0.05%rdg.
測定周波数 1mHz ～ 200kHz
測定電圧 5mV ～ 5V/2.5V＊1

測定時間 2ms
コンパレータ 2 項目について： HI/IN/LO、ABS/%/Δ%

BIN 測定 2 項目について：10 分類
ケーブル長 0m/1m/2m/4m

コンタクトチェック 4 端子チェック（閾値変更）/ Hi Z リジェクト
内部 DC バイアス －5V ～ 5V

スイープ測定 周波数 2 ～ 801 点
ディスプレイ カラー TFT 5.7 inch、タッチパネル

インタフェース
EXT I/O、USB ○
USB メモリ ○
RS-232C、GP-IB、LAN オプション（１種類選択）

＊1 2.5Vは低インピーダンス高精度モード時

●IM3533-01の概要

● 周波数スイープ
IM3533-01は周波数スイープ測定が可能です。
指定した周波数範囲または周波数リストにより、最大801点の
周波数での自動測定が可能です。測定結果はUSBメモリや
インタフェースを介してパソコン等に保存でき、試料の周波数
解析を補助します。

IM3533-01

周波数スイープ測定画面

 LCRメータIM3533-01 の特長

研究開発・電気化学 

ここに注目!!　ポイント２
低インピーダンス高精度モードでばらつき改善
IM3523,IM3533(-01)は低インピーダンス高精度
モードにより、低インピーダンス測定時でばらつ
きの少ない測定が可能になります。
3522-50（従来器）に比べて高速測定(FAST, 
MED) 時に、C-D,ESR連続測定時の測定スピード
が１桁向上すると同時に、Rsのばらつき（繰り返し
精度）も改善されています。

3522-50
IM3523、
IM3533（-01）

参考値

FAST

MED
SLOW

SLOW2

向上！
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C-D と ESR 測定（100kHz）の連続測定時の
連続測定時間と Rs の繰り返し精度
( サンプル：アルミ電解コンデンサ 1.5μF)
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インダクタ（コイル・トランス）のDCRとL-Q測定 IM3523 IM3533 IM3533-01

L-Q(1kHz,	CC	1mA)とDCRの連続測定ができ
ます。それぞれの測定結果を同一画面上に表示
できます。
コア入りコイルなど、印加電流によりインダクタン
ス値が変わる「電流依存性」がある素子に対して
定電流 CCで測定が可能です。
IM3533（-01）では、従来製品に比べて、低インピー
ダンス測定時の繰り返し精度が向上していますの
で、DCRの安定した測定ができます。

L、Q表示画面（1kHz,CC1mA測定）

Rdc表示画面（DC測定）

L、Q、Rdc 連続測定画面
L、Q（1kHz,CC1mA測定）と
Rdc（DC測定）の表示画面

ここに注目!!　ポイント３

IM3533（-01）では温度補正したDCR測定ができ、より正
確な巻線抵抗の管理ができます。
低インピーダンス高精度モードでLが小さいインダクタ
や、DCRが小さいインダクタ測定においても、従来器に
比べて高精度な測定ができます。
＊ 温度補正したDCR測定には、温度プローブ9478（オプション）が必要です。

温度補正した DCR 測定＊

Rdc 温度補正
設定画面 温度補正設定

（拡大）

コンデンサのC-DとESR測定 IM3523 IM3533 IM3533-01

 
コンデンサ・インダクタ

IM3533 IM3533-01有極性コンデンサのC測定

電解コンデンサなど有極性コンデンサでは、DC
バイアス電圧を印加して測定する場合がありま
す。
IM3533（-01）は本器のみでDCバイアス (-5V〜
5V)を印加したC-D測定ができます。LCRモード

DCバイアス設定時

バイアス設定部分の拡大

機能性高分子コンデンサではC-D（120Hz）と
低 ESR（100kHz）の測定ができます。
異なる測定項目を異なる測定条件（周波数、
レベル、モード）で連続測定することができます。

高速で、
複数条件の連続測定を実現！LCRモード ［IM3523］

Cs、D表示画面（120Hz測定）

LCRモード ［IM3523］
Rs表示画面（100kHz測定）

連続測定画面 ［IM3523］
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IM3533-01スイープ測定

L-Q 測定、DCR 測定に加えて IM3533、IM3533-01 で
は、トランス測定に必要な巻数比	N、相互インダクタンス	M、
インダクタンス差	ΔLの測定ができます。＊
＊	接続は手動で切り換えるか、スキャナなどの切換器を別途ご用意ください。

IM3533 IM3533-01充実したトランス・巻線の測定

トランス測定モード
巻数比測定（インフォメーション）画面

N 巻数比N測定

（1）１次側のL( 1L ) を測定
（2）２次側のL( 2L ) を測定
（3） 1Lと 2L から巻数比 Nを計算

					 21 LLN =

N :  1

L1 L2

トランス測定モード
巻数比測定・判定画面

M 相互インダクタンスM測定

（1）同相直列接続でL( aL ) を測定
（2）逆相直列接続でL( bL ) を測定
（3） aL と bL からMを計算

					 ( )ba 4LLM =
La Lb

トランス測定モード
相互インダクタンス測定画面

ΔL インダクタンス差ΔL測定
（1）１次側のL( 1L ) を測定
（2）２次側のL( 2L ) を測定
（3） 1Lと 2L から差 Lを計算
					 21 LLL =

L1 L2

トランス測定モード
インダクタンス差測定画面

 
トランス・巻線、スイープ測定

IM3533-01は周波数のスイープ測定ができます。L、C、
複合部品など各種試料の周波数特性の測定が可能であ
り、研究・開発に役立ちます。
付属のLCRサンプルアプリケーションを使用して、パソコ
ン上で周波数特性リストとグラフを表示できます。

USB接続

USBメモリ

LCRサンプルアプリケーションで表示した
スイープ測定結果のリストとグラフ画面

IM3533-01 
スイープ測定
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● フロントUSBで保存と読み込み IM3533 IM3533-01

● USBでPCと接続
リアパネルにUSBを標準装備しています。
	（リアパネルのUSB端子は、PC接続専用です。）

IM3523,IM3533（-01）の各種機能をパソコンからコントロールが
でき、測定結果の取得が可能です。	
（電源ON/OFFとインタフェース設定の一部を除きます。)

IM3523 IM3533 IM3533-01

IM3533(-01) 背面

EXT I/O
（ハンドラインタフェース）

USB
（PC 接続用）

温度センサ
接続コネクタ

RS-232C/LAN/GP-IB
オプション

IM3523 背面

RS-232C/LAN/GP-IB
オプション

EXT I/O
（ハンドラインタフェース）

USB
（PC 接続用）

測定結果や設定は、フロントパネルに接続した市販のUSBメモ
リに保存できます。
（フロントパネルのUSB端子は、USBメモリ接続専用です。測定結果は
IM3533（-01）の内部メモリに保存した後、USBメモリにまとめて保存します。相
性により使用できないUSBメモリが存在します。）

USBメモリへ保存各種測定結果と設定

 パソコンとリンク

測定データの取得

RS-232C、LAN、GP-IBインタフェースが必要である場合は、
どれか１つをオプションで選択できます。
IM3523,IM3533（-01）の各種機能をPLCまたはパソコンからコ
ントロールができ、測定結果の取得が可能です。	（電源ON/OFFと
インタフェース設定の一部を除きます。)

● RS-232C, LAN, GP-IB（選択オプション） で、PCやPLCと接続 IM3523 IM3533 IM3533-01

LAN（100BASE-TX/10BASE-T）
LANインタフェース Z3002

GP-IB
GP-IBインタフェース Z3000

RS-232C
RS-232Cインタフェース Z3001

IM3523、IM3533（-01） コントローラ
（PC/AT	互換機）

未使用 1	○ ○	1
BB	(RxD) 2	○ ○	2 BB	(RxD)
BA	 (TxD) 3	○ ○	3 BA	 (TxD)
CD	(DTR) 4	○ ○	4 CD	(DTR)
AB	(GND) 5	○ ○	5 AB	(GND)
未使用 6	○ ○	6
CA	(RTS) 7	○ ○	7 CA	(RTS)
CB	(CTS) 8	○ ○	8 CB	(CTS)
未使用

9ピン	ー	メス

9	○

SHELL

○	9

9ピン	ー	メス

RS-232Cケーブルは、下図の結線方法のケーブルをご使用ください。
インタリンク対応のクロスケーブルが使用できます。

PC

USB
接続
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■ EXT I/O

●ハンドラ (EXT I/O) インタフェース
ハンドラインタフェース（EXT I/O）は、測定終了信号や判定結果信号を出力
したり、測定トリガ信号などを入力して測定器の制御を行うことができます。
各信号線は計測回路・制御回路から絶縁し、ノイズに強い構造になっています。

EXT I/Oを使用した制御システムを設計す
る場合は、必ず取扱説明書をお読み頂き、	
必要な技術情報をご確認ください。

t1：	コンパレータ、BIN 判定結果からEOM(LOW)まで、ディレ
イ設定時間；40 μs以上 *1 

t2：	測定終了から次のトリガまでの最小時間；400 μs *1

t3：	トリガから回路が応答するまでの時間；700 μs *1

t4：	最小チャック時間、INDEX(LOW)でチャック切替	
可能；220 μs *1

t5：	測定時間；600 μs *1

*1:	 測定スピード：FAST、レンジ：HOLDの場合。
*2: 	IM3523 : MAIN-HI, MAIN-IN, MAIN-LO, SUB-HI, 	
SUB-IN, SUB-LO, AND, BINx, OUT-OF-BINS, SUBNG

	 IM3533（-01）:  PARAx-HI, PARAX-IN, PARAx-LO, AND, 
BINx, OUT_OF_BINS

*3:	 TRIGと同時にリセットする：HIGH
	 TRIGと同時にリセットしない：LOW

■代表的な EXT I/O タイミングの例（LCR モード）

OFFON ONTRIG

INDEX OFFON ON

t3 t4

t5

t1 t2

EOM OFF ONON

接触状態 チャック チャック開放開放

前回判定結果 判定結果
ERR

コンパレータ、
BIN結果出力*2 *3

■コネクタ
使用コネクタ（本体側）D-SUB 37ピン メス #4-40	

インチネジ

適合コネクタ DC-37P-ULR（半田型）、
DCSP-JB37PR（圧接型）
日本航空電子工業社製

■測定スピード （1kHz, 画面非表示の場合 *4）
FAST MED SLOW SLOW2
約 2ms 約 6ms 約 21ms 約 301ms

*4:	 下記の場合は該当する時間をすべて加算します。
	・OPEN/SHORT/LOAD 補正ありの場合：max 0.4ms
	 ・コンパレータ測定時：max 0.4ms
	・BIN 測定時：max 0.8ms
	・画面表示 ON時：max 0.3ms
	 ・メモリ機能 ON時：max 0.4ms

■ EXT I/O の入出力回路

入力回路 IM3523,
IM3533（-01）

入力

ISO_COM
内部絶縁コモン

内部絶縁5V

1kΩ

2kΩ

ISO_COM

■ EXT I/O 電気的仕様

●入 力：
フォトカプラ絶縁 無電圧接点入力（電流シンク出力対
応、負論理）
H（有効）：0 〜1V ( 入力電流 3mA)
L（無効）：オープン または 5 〜 30V

●出 力：
フォトカプラ絶縁 NPNオープンコレクタ（電流シンク
出力対応、負論理）
DC30V, DC50mAmax/ch
残留電圧 1.5V以下 (50mA)、1V以下 (10mA)

●サービス電源出力（内部電源）：
DC4.5 〜 5V, DC100mAmax、外部電源入力なし、
保護接地および測定回路から絶縁

●出力信号（共用の信号線）

IM3523 IM3533, IM3533-01

MAIN-HI, MAIN-IN, 
MAIN-LO, SUB-HI, 
SUB-IN, SUB-LO,
AND, SUBNG

PARAx-HI, PARAx-IN,
PARAx-LO (x=1,3),
AND

コンパレータの判定
結果出力

BINx (x=1〜10), OUT BINx (x=1〜10), 
OUT_OF_BINS

BIN 判定結果出力

No.n_x-HI, No.n_x-IN,
No.n_x-LO 
(n=1,2; x=MAIN, SUB)

No.n_PARAx-HI, 
No.n_PARAx-IN,
No.n_PARAx-LO
(n=1,2; x=1,3)

連続測定結果出力

HI, IN, LO, AND トランスモード

■ EXT I/O 信号一覧
●入力信号

TRIG 外部トリガ
LD0 〜 LD6 パネルナンバ選択
LD_VALID パネルロード実行

●出力信号
EOM 測定終了
INDEX 取り込み終了
ERR 測定異常出力
ISO_5V 内部絶縁 5V
ISO_COM 内部絶縁コモン

出力回路
（オープンコレクタ）

ISO_5V

出力

内部絶縁コモン

DC 50mA max
ツェナー電圧 30V

内部絶縁5V

10Ω

IM3523,
IM3533（-01）
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●条件 温湿度範囲 23℃±5℃、80% rh 以下（結露なきこと）、
電源投入後60分以上経って、オープン、ショート補正実行後

測定確度は以下の式から計算
測定確度 = 基本確度×C×D×E×F×G

●測定確度

【C：レベル係数】  V：設定値（Vモード時相当）[V] 

DCRを除く DCR
0.005V〜 0.999V：1+0.2/V

2V：11V：1
1.001V〜 5V：1+2/V

【D：測定スピード係数】  	
DCRを除く DCR

	 FAST:	 4
	 MED: 	 3
	 SLOW:	 2
	 SLOW2:	1

	 FAST:	 8
	 MED:	 4
	 SLOW:	 2
	 SLOW2:	1

【F：DCバイアス係数】	
DC バイアス設定 OFF：1	
DC バイアス設定   ON：2

【G：温度係数】  t：使用温度	
t が 18℃〜 28℃の場合： 1	
t が 0℃〜18℃未満, 28℃を越え〜40℃の場合：1+0.1×｜t -23｜

【E：測定ケーブル長係数】  fm：測定周波数 [kHz]	

ケーブル長
IM3523、 IM3533 IM3533-01

10kΩレンジ以下 100kΩレンジ以上
0m 1 1 1
1m 1.2 1.2 1.2
2 m 1.5 + fm/100 1.5 + fm/20 1.5
4 m 2 + fm/50 2 + fm/10 2

特性インピーダンス50Ωの同軸ケーブル（1.5D-2V）を4 端子対構
造でご使用ください。

	 確度保証範囲（周波数）

ケーブル長
IM3523、 IM3533 IM3533-01

10kΩレンジ以下 100kΩレンジ以上
0m

200kHzまで
200kHzまで

200kHzまで
（制限なし）

1m
2m 100kHzまで
4 m 10kHzまで

■ IM3523、IM3533、IM3533-01 測定確度

●基本確度（Z,θ）計算式

Zxは試料のインピーダンス実測値
（Z）

1kΩレンジ以上と100Ωレンジ以
下では、基本確度の計算式が左に
示すように異なります。
13ページの計算例を参照してくだ
さい。

確度＝A＋B×               −1 レンジ
    Zx

確度＝A＋B×               −1
10×Zx
 レンジ

1kΩレンジ以上・・・

100Ωレンジ以下・・・

　  －100αt0Δt
　　　　　　　　 ［％］1＋αt0×（t＋Δt－t0）
	 t0：基準温度 [℃ ]
    t：現在の周囲温度 [℃ ]
   Δt：温度測定確度
	αt0：t0 の時の温度係数 [1/℃ ]

DCR測定時の温度補正時は、基本
確度計算式に次の値を加算します。

基本確度は、基本確度表より係数A、Bを選択し、下記の計算式から算出します。

レンジ 確度保証範囲 DC

IM3523

40.000Hz〜99.9999Hz
IM3533 IM3533-01

  0.001Hz〜99.9999Hz

100.00Hz〜
999.99Hz

1.0000kHz〜
10.000kHz

10.001kHz〜
100.00kHz

100.01kHz〜
200.00kHz

100MΩ 	 8MΩ〜200MΩ A=1	 B=1 A=6	 B=5
A=5	 B=3

A=3	 B=2
A=2	 B=2

A=3	 B=2
A=2	 B=2

10MΩ 	 800kΩ〜100MΩ A=0.5	 B=0.3 A=0.8	 B=1
A=0.8	 B=0.5

A=0.5	 B=0.3
A=0.4	 B=0.2

A=0.5	 B=0.3
A=0.4	 B=0.2

A=3	 B=2
A=2	 B=2

1MΩ 	 80kΩ〜10MΩ A=0.2	 B=0.1 A=0.4	 B=0.08
A=0.3	 B=0.08

A=0.3	 B=0.05
A=0.2	 B=0.02

A=0.3	 B=0.05
A=0.2	 B=0.02

A=0.7	 B=0.08
A=1.3	 B=0.08

A=1	 B=0.5
A=3	 B=0.5

100kΩ 	 8kΩ〜1MΩ A=0.1	 B=0.01 A=0.3	 B=0.03
A=0.3	 B=0.02

A=0.2	 B=0.03
A=0.1	 B=0.02

A=0.15	 B=0.02
A=0.1	 B=0.015

A=0.25	 B=0.04
A=0.4	 B=0.02

A=0.4	 B=0.3
A=1.2	 B=0.3

10kΩ 	 800Ω〜100kΩ A=0.1	 B=0.01 A=0.3	 B=0.025
A=0.3	 B=0.02

A=0.2	 B=0.025
A=0.1	 B=0.02

A=0.05	 B=0.02
A=0.03	 B=0.02

A=0.2	 B=0.025
A=0.4	 B=0.02

A=0.3	 B=0.03
A=0.6	 B=0.05

1kΩ 	 80Ω〜10kΩ A=0.1	 B=0.01 A=0.3	 B=0.02
A=0.2	 B=0.02

A=0.2	 B=0.02
A=0.1	 B=0.02

A=0.15	 B=0.02
A=0.08	 B=0.02

A=0.2	 B=0.02
A=0.4	 B=0.02

A=0.3	 B=0.02
A=0.6	 B=0.02

100Ω 	 8Ω〜100Ω A=0.1	 B=0.02 A=0.4	 B=0.02
A=0.2	 B=0.01

A=0.3	 B=0.02
A=0.15	 B=0.01

A=0.15	 B=0.02
A=0.1	 B=0.01

A=0.2	 B=0.02
A=0.4	 B=0.02

A=0.3	 B=0.03
A=0.6	 B=0.02

10Ω 	800mΩ〜10Ω A=0.2	 B=0.15 A=0.5	 B=0.2
A=0.3	 B=0.1

A=0.4	 B=0.05
A=0.3	 B=0.03

A=0.3	 B=0.05
A=0.15	 B=0.03

A=0.3	 B=0.05
A=0.75	 B=0.05

A=0.4	 B=0.2
A=1.5	 B=0.1

1Ω 	 80mΩ〜1Ω A=0.3	 B=0.3 A=2	 B=1
A=1	 B=0.6

A=0.6	 B=0.3
A=0.5	 B=0.2

A=0.4	 B=0.3
A=0.25	 B=0.2

A=0.4	 B=0.3
A=1	 B=0.2

A=1	 B=1
A=2	 B=0.5

100mΩ 	 10mΩ〜100mΩ A=3	 B=3 A=10	 B=10
A=6	 B=6

A=3	 B=3
A=2	 B=2

A=3	 B=2
A=2	 B=1.5

A=2	 B=2
A=2	 B=1.5

A=4	 B=3
A=3	 B=4

0.001Hz（40Hz）〜 200kHz 時
下側	 A：θの基本確度  （±deg.）
	 B：試料のインピーダンスに関する係数

DC 時
	 A：Rの確度（±％ rdg.）
	 B：試料の抵抗に関する係数

0.001Hz（40Hz）〜 200kHz 時
上側	 A： Zの基本確度  （±％ rdg.）
	 B： 試料のインピーダンスに関する係数

●基本確度表
係数 A、Bについて
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■ 測定確度

●確度保証範囲（測定信号レベル）
測定周波数、測定信号レベル、測定レンジにより確度保証範囲が異なります。

レンジ DC
IM3523  40.000Hz〜99.9999Hz 100.00Hz〜

999.99Hz
1.0000kHz〜
10.000kHz

10.001kHz〜
100.00kHz

100.01kHz〜
200.00kHzIM3533 IM3533-01    0.001Hz〜99.9999Hz

100MΩ

2 V

0.101 V〜 5 V
10MΩ

0.501 V〜 5 V
1MΩ 0.050 V〜 5 V 0.101 V〜 5 V

100kΩ
0.005 V〜 5 V

0.050 V〜 5 V 0.101 V〜 5 V

10kΩ, 1kΩ, 100Ω

10Ω 0.050 V〜 5 V

1Ω 0.101 V〜 5 V  （DCバイアス時：	1 V〜 5 V）

100mΩ 0.501 V〜 5 V  （DCバイアス時： 0.501 V〜 5 V）

上記電圧は、Vモード時相当の電圧設定値。

レンジ DC
IM3523  40.000Hz〜99.9999Hz 100.00Hz〜

999.99Hz
1.0000kHz〜
10.000kHz

10.001kHz〜
100.00kHz

100.01kHz〜
200.00kHzIM3533 IM3533-01    0.001Hz〜99.9999Hz

10MΩ

2 V

0.101 V〜 5 V
1MΩ

0.501 V〜 5 V
100kΩ 0.050 V〜 5 V 0.101 V〜 5 V

10kΩ
0.005 V〜 5 V

0.005 V〜 5 V 0.101 V〜 5 V

1kΩ

上記電圧は、Vモード時相当の電圧設定値。

10MΩ〜 1kΩレンジでは、測定値（インピーダンス値）がレンジを越える場合、確度保証範囲が下記の通りになります。

●基本確度の求め方
・	基本確度は、試料のインピーダンス、測定レンジ、測定周波数、および
12ページの表から該当する基本確度Aと係数Bを選び計算します。

・	計算式は、1kΩレンジ以上と、100Ωレンジ以下では、それぞれ別の計算
式を使用します。
・	C、Lは、インピーダンスの実測値か、次の式で計算されるおよそのイ
ンピーダンス値から測定レンジを決め、基本確度	A、係数	Bを求めます。

Zx	(Ω)	 ≒ ωL（H） （θ≒90 ）゚

≒
				１
ωC（F）（θ≒	−90 ）゚

≒ Ｒ	（Ω）	 （θ≒ 0°）					（ω	:	2×π×測定周波数［Hz］）

●計算例 1（インピーダンス	Zの基本確度）
	 試料のインピーダンス	Zx	：500Ω（実測値）
	 測定条件：周波数	10	kHz、レンジ1kΩの場合

12ページの表から、Zの基本確度の係数	A＝ 0.15、係数	B＝ 0.02
を式に代入。

		Z 基本確度＝ 0.15＋ 0.02× ＝ 0.23（±%rdg.）		－1
10×500
					103

同様にθの基本確度の係数	A＝ 0.08、係数	B＝ 0.02 から

	θ基本確度＝ 0.08＋ 0.02× ＝ 0.16（±°）		－1
10×500
					103

(4) 基本確度	Z、θの取り得る範囲を求めます。
	 Zmin	 =	1.0144	kΩ×(1－0.05/100)	=	1.01389	kΩ
	 Zmax	=	1.0144	kΩ×(1＋0.05/100)	=	1.01490	kΩ
	 	θmin	=	－78.69－0.03	=	－78.72	°
	 	θmax	=	－78.69＋0.03	=	－78.66	°

(5)	Zとθの範囲からCsの取り得る範囲を求めます。
	 Cs	min	=	1	/	(Zmax×ω×sin(θmin))	≒	159.907	nF	……	－0.06%
	 Cs	max	=	1	/	(Zmin×ω×sin(θmax))	≒	160.100	nF	……	＋0.06%

●計算例 2（コンデンサ	Cs	=	160	nFの基本確度）
				測定条件：周波数	1	kHzの場合
(1) 試料の	Z、θを測定します。測定レンジはAUTOで測定します。
(2) 測定したZ、θが次の値であったとします。
	 Z	=	1.0144	kΩ、				θ	=	-78.69	°
	 Zが1.0144	kΩですので、10kΩレンジになります。
(3)12ページの表から1kHz,	10kΩレンジでは、
	 Zの基本確度の係数A=0.05,	係数 B=0.02を式に代入。

	 θの基本確度の係数A=0.03,	係数 B=0.02を式に代入。

Z 基本確度＝	±（	0.05＋ 0.02× 10×1.0144×103 	－1
10×103 ）≒ 0.05（±%）

θ基本確度＝	±（	0.03＋ 0.02× 10×1.0144×103 	－1
10×103 ）≒ 0.03（±°）

パソコンで基本確度の計算ができます
付属のアプリケーションソフトで、
この基本確度の計算ができます。
測定条件と測定結果を入力す
ると、測定確度が表示されます。
測定値の確度評価が簡単に行え
ます。
HIOKIホームページ(http://www.
hioki.co.jp/)のサポートのダウン
ロードのページからも入手できます。アプリケーション画面
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■	仕 様

IM3523 IM3533 IM3533-01

測 定 モ ー ド

LCRモード： 単一条件で測定 

連続測定モード：
	 保存した条件を連続で測定
	 (最大２通り)

LCRモード： 単一条件で測定
トランス測定モード： N,M,ΔL
連続測定モード： 
	 保存した条件を連続で測定
	 LCRモード（最大60通り）

LCRモード： 単一条件で測定
トランス測定モード： N,M,ΔL
連続測定モード：
	 保存した条件を連続で測定
	 LCRモード（最大60通り）
	 アナライザモード（最大2通り）
アナライザモード：測定周波数でスイープ
	 (測定点：2〜801、 掃引方法：通常掃引、
	  表示：リスト表示)

測 定パラメータ Z, Y, θ, Rs(ESR), Rp, DCR(直流抵抗), X, G, 
B, Cs, Cp, Ls, Lp, D(tanδ), Q

Z, Y, θ, Rs(ESR), Rp, DCR(直流抵抗), X, G, B, Cs, Cp, Ls, Lp, D(tanδ), Q,
N, M, ΔL, T

測 定 レ ン ジ 100 mΩ 〜100 MΩ, 10レンジ, (全てのパラメータはZで規定)

表 示 範 囲 Z, Y, Rs, Rp, Rdc, X, G, B, Ls, Lp, Cs, Cp : ±（0.000000［単位］〜9.999999G［単位］）ZとYのみは絶対値表示 
θ: ±（0.000°〜 999.999°）、D : ±（0.000000〜9.999999）、Q : ±（0.00〜99999.99）、Δ% : ±（0.0000%〜999.9999%）

基 本 確 度 Z : ±0.05%rdg.  θ: ±0.03°

測 定 周 波 数 40Hz〜200kHz (1mHz〜10Hzステップ) 1mHz〜200kHz (1mHz〜10Hzステップ)

測定信号レベル

通常モード：	
Vモード・CVモード： 5 mV〜 5 Vrms, 
1 mVrmsステップ

	 CCモード： 10 μA〜50 mArms, 
	 10 μArmsステップ

通常モード：	
Vモード・CVモード： 5 mV〜 5 Vrms, 1 mVrmsステップ

	 CCモード： 10 μA〜50 mArms, 10 μArmsステップ
低インピーダンス高精度モード：
	 Vモード・CVモード： 5mV〜2.5Vrms, 1mVrms ステップ
	 CCモード： 10 μA〜100 mArms, 10 μArmsステップ

出力インピーダンス 通常モード： 100Ω 通常モード： 100Ω、  低インピーダンス高精度モード： 25Ω

表 示 モノクロLCD カラーTFT 5.7inch、表示 ON/OFF設定可能

表 示 桁 数 設 定 3〜6桁の表示桁数の設定が可能、初期値6桁

測 定 時 間 2 ms (1 kHz、FAST、ディスプレイOFF、代表値)

測 定 ス ピ ード FAST/MED/SLOW/SLOW2

DCバイアス測定 通常モード： -5.00V〜5.00V （10mVステップ）
低インピーダンス高精度モード： -2.50V〜2.50V （10mVステップ）

直 流 抵 抗 測 定

測定信号レベル： 2V固定 測定信号レベル： 2V固定
温度補正機能： 基準温度に換算して表示
                     基準温度設定範囲：-10℃〜99.9℃
                     温度係数設定範囲：-99,999ppm/℃ 〜 99,999ppm/℃

コ ン パ レ ー タ LCRモード：第１、第３項目に対してHI/IN/LO

B I N 測 定 主パラメータ10分類、サブパラメータ１分類、範囲外 2項目について10分類、範囲外

補 正 オープン/ショート/ロード/相関補正
ケーブル長：0,1m (4mまで確度保証)

オープン/ショート/ロード/相関補正
ケーブル長：0,1,2,4m

残留電荷保護機能 V= √ 10/C   (C:試料の容量[F], V=最大400V)

トリガ同期出力機能 アナログ計測中のみ測定信号を印加

ア ベ レ ー ジ 1〜256

パネルロード・セーブ LCRモード：60、アナライザモード：2、補正値：128

メ モ リ 機 能 32,000データを本体のメモリに保存

インタフェース

EXT I/O（ハンドラ）、USB（Hi-Speed）
オプション：RS-232C/GP-IB/
	 LAN（10BASE-T/100BASE-TX）
	 の１種類を装着可能

EXT I/O（ハンドラ）、USB（Hi-Speed）、USBメモリ
オプション：RS-232C/GP-IB/LAN（10BASE-T/100BASE-TX）の１種類を装着可能

使用温湿度範囲 0 ℃〜40 ℃、 80 %rh以下、 結露なきこと

保存温湿度範囲 -10 ℃〜50 ℃、 80 %rh以下、 結露なきこと

電 源 AC 100〜240 V, 50/60 Hz, 50 VA max.

寸 法 ・ 質 量 約 260W×88H×203D mm, 約2.4 kg 約 330W×119H×168D mm, 約3.1 kg 

付 属 品 電源コード×1、取扱説明書×1、CD-R（通信取扱説明書、サンプルソフト）×1

適 合 規 格 EMC: EN61326-1, EN61000-3-2, EN61000-3-3、 安全性 : EN61010
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■	LCR メータシリーズ  セレクション

LCR メータ一覧 測定スピード
（代表値） 測定周波数範囲

定価（本体のみ、オプションは別） 用途／測定対象

LCR メータ
IM3533-01

2ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

1mHz 200kHzDC

￥380,000（税込￥399,000） スイープ測定を実現したIM3523/IM3533の上位機種
電気化学分野、電子部品の研究開発・生産ライン

LCR メータ
IM3533

2ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

1mHz 200kHzDC

￥320,000（税込￥336,000） 巻数比／相互インダクタンス測定などトランス専用測定が可能
特にトランス、コイルなど生産ライン・研究開発

LCR メータ  
IM3523

2ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

40Hz 200kHzDC

￥198,000（税込￥207,900） 自動機組み込みなど、生産ラインに適したハイコストパフォーマンス製品
電解コンデンサのC-D/ESR測定、インダクタのL-Q/DCR測定

LCR ハイテスタ 
3535

6ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

100kHz 120MHz

￥1,220,000（税込￥1,281,000） 120MHzの高周波測定が可能
フェライトビーズ、インダクタの生産ライン

インピーダンス 
アナライザ
IM3570

0.5ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

5MHz4HzDC

￥780,000（税込￥819,000） LCRメータとインピーダンスアナライザを１台で実現
圧電素子の周波数特性、機能性高分子コンデンサ、パワーインダクタ

LCR ハイテスタ
3532-50

5ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

42Hz 5MHz

￥380,000（税込￥399,000） 5MHzの汎用LCRメータ
コンデンサ、インダクタなどの電子部品

ケミカルインピー
ダンスメータ  
3532-80

5ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

1MHz4Hz

￥450,000（税込￥472,500） 電気化学向けのケミカルインピーダンスメータ
固体電解質のイオン導電率測定、電気化学分野

LCR ハイテスタ 
3511-50

5ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

120Hz 1kHz

￥150,000（税込￥157,500） 小型・単機能のLCRメータ
アルミ電解コンデンサの生産ライン

C ハイテスタ 
3505/3506

2ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

1kHz 100kHz 1MHz
3505
3506

3505 ￥700,000（税込￥735,500）
3506 ￥650,000（税込￥682,500）

低容量コンデンサ用のCメータ
MLCC、フィルムコンデンサの生産

C ハイテスタ 
3504-40/50/60

2ms

1mHz 42Hz 100kHz 1MHz
DC 4Hz 40Hz 120Hz 1kHz 200kHz 5MHz

120MHz

120Hz 1kHz

3504-40 ￥220,000（税込￥231,000）
3504-50 ￥250,000（税込￥262,500）
3504-60 ￥380,000（税込￥399,000）

大容量MLCC用のCメータ
大容量MLCCの選別機（3504-50/-60）、テーピングマシン（3504-40）
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■ IM3523、IM3533、IM3533-01 価格・各種オプションの構成

インタフェースユニット

GP-IBインタフェース
Z3000

............¥45,000
	 (税込¥47,250)

RS-232Cインタフェース
Z3001

............¥38,000
	 (税込¥39,900)

LANインタフェース
Z3002

............¥45,000
	 (税込¥47,250)

インタフェースケーブル

GP-IB接続ケーブル9151-02
2m
...¥	28,000	(税込¥29,400)

● RS-232C ケーブルについて
RS-232Cケーブルはインタリンク対応のクロスケーブルが使用できます。
（結線の詳細は10 ページをご覧下さい。）
RS-232Cケーブル 9637（9ピン-9ピン、クロスタイプ）は、	ハードウェア
フロー制御の使用を伴う場合に、お使いいただけません。

温度プローブ （温度補正機能で使用、IM3533,IM3533-01のみ）

シース形温度プローブ9478
Pt100,	先端φ2.3mm,	コード長1m,	防水構造
.................... ¥14,000	(税込¥14,700)

LCRメータ IM3523	… ￥198,000（税込￥207,900）
LCRメータ IM3533	… ￥320,000（税込￥336,000）
LCRメータ IM3533-01	￥380,000（税込￥399,000）
		（付属品：電源コード、取扱説明書、CD-R（通信取扱説明書、サンプルソフト））

テストフィクスチャ・プローブは本体には付属されていません。
オプションのテストフィクスチャ・プローブを選択してください。
特性インピーダンス50Ωの同軸ケーブルを使用しています（P3 参照）。

● 本 体

リード部品用 プローブ、テストフィクスチャ（詳細は３ページをご覧下さい。）

SMD用 テストフィクスチャ（詳細は３ページをご覧下さい。）

電気化学測定用4端子プローブ  DCバイアスユニット

4 端子プローブ	L2000
...¥	80,000	(税込¥84,000)

テストフィクスチャ	9262
...¥	40,000	(税込¥42,000)

4 端子プローブ	9140-10
...¥	25,000	(税込¥26,250)

テストフィクスチャ	9261-10
...¥	70,000	(税込¥73,500)

SMDテストフィクスチャ9263	
...¥	80,000	(税込¥84,000)

SMDテストフィクスチャ9677	
...¥	95,000	(税込¥99,750)

SMDテストフィクスチャ9699
	¥	115,000	(税込¥120,750)

ピンセットプローブ9143-10
...¥	45,000	(税込¥47,250)

DCバイアス電圧ユニット	
9268-10
	直結型,	40Hz〜5MHz,
	最大印加電圧	DC±40V

		.. ¥50,000	(税込¥52,500)

DCバイアス電流ユニット	
9269-10
	直結型,	40Hz〜2MHz,
	最大印加電流DC	2A	
	（最大印加電圧DC±40V）

		.. ¥50,000	(税込¥52,500)
9268-10または	9269-10使用の際は、外付けの定電圧源、定電流源が必要になります。

4端子プローブ9500-10
	ケーブル長1m,	DC〜200kHz,
	特性インピーダンス50Ω
	4端子対構造,	測定可能端子直径：
0.3〜2mm

	 	.. ¥25,000	(税込¥26,250)


